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新年あけましておめでとうございます。

土づくり通信では，今年も皆様に役立つ情報をお伝えできるよう努めてまいりますので，よろしくお願いします。

さて，昨年は真夏日や猛暑日が連日続くなど，営農には大変厳しい年でした。今年は好天になることを願うば

かりですが，一方で，そのような状況への備えとして，土壌診断に基づく健全な土づくりが重要になります。

今号では，土壌診断への理解を深めるため，農業センターが発行する土壌診断票の見方を解説します。

（※ 下記の診断票は，主に農業者が農協を経由して分析を申請する場合の様式です。農業センターに直接申

請される方については，下記とは異なる様式の診断票を交付します。）

Ⓐ 基本情報
農業者の氏名，所属農協等の基本情報の他に，以下の情報が記載されています。

土 性

粘土，砂等が含まれる割合によって分類される土壌の性質です。

腐 植
堆肥などの有機物が土壌微生物に分解される過程で作られる物質。

作物への養分供給，水分保持，団粒構造の形成など重要な働きをします。

サンプル名 ほ場番号やハウス名など。

備 考 依頼者からお聞きした特記事項（堆肥の使用量，生育不良の有無など）。

例 粘土と砂の割合 耕耘性 通気性 排水性 保水力 保肥力

砂壌土(SL)
粘土 15%以下

砂 65-85%
易 中 中 中 中

壌 土(L)
粘土 15%以下

砂 40-65%
易 中 中 中 中

埴壌土(CL)
粘土 15-25%

砂 30-65%
やや難 やや少 小 大 やや大

Ⓑ 分析結果(グラフ)
各項目の基準値の範囲 に対する分析値▼を表しています。

Ⓒ 分析結果(表)
窒素や微量要素などの分析値が記載されています。

Ⓓ 所見
農業者向けの所見は上川農業改良普及センターが記載します。

作付予定作物の基準値に合わせて各項目の分析値を検討し，ｐＨ矯正の必要性の有無，施肥の方向性（減肥の可

能性など）や，施肥設計の例などの所見を作成します。

※ 裏面には，各項目の基準値等を補足した 「土壌診断票の見方」 を掲載しました。

お手元の土壌診断票と見比べる際などに，御利用ください。

ｐＨ(Ｈ2Ｏ)
土を水に懸濁して測定するため，ｐＨ(Ｈ2Ｏ)と表記しています。

作物によって生育に適するｐＨの幅が異なります。

リン酸 (mg/100g)

作物が吸収できる状態のリン酸が，土壌 100ｇ中に何 mg含まれているかを表しています。

作物区分により分析方法が異なるので，トルオーグリン酸（水稲苗床，畑作，野菜・花き），

ブレイリン酸（水稲本田，草地）という項目名になります。

交換性石灰・苦土・

加里 (mg/100g)

作物が吸収できる状態の石灰，苦土，加里が，土壌 100ｇ中に何 mg含まれているかを表

しています。

石灰飽和度 (%)
土壌が蓄えることのできる肥料分の上限に対して，現在，石灰がどのくらい蓄えられてい

るかを，％で表しています。

塩基飽和度 (%)
土壌が蓄えることのできる肥料分の上限に対して，現在，石灰，苦土，加里（これらを「塩

基」といいます）の合計がどのくらい蓄えられているかを，％で表しています。

石灰･苦土比

苦土･加里比

個別の塩基の量が十分であっても，そのバランスが悪いと作物による吸収が悪くなること

があり，特に「石灰・苦土，苦土・加里」のバランスには注意が必要です。

ＥＣ (mS/cm)

土壌に残っている肥料濃度（主に硝酸態窒素）の目安。

土壌の粒度によって基準値が異なり，例えば野菜畑では，粗粒質土壌で0.4以下，中粒

質土壌で 0.7 以下，細粒質土壌で 0.8 以下が基準値です。

基準値を大きく超えた土壌では作物の生育が悪くなることがあります。

ＣＥＣ (me/100g) 土壌が蓄えられる肥料分の上限（保肥力）を表します。

リン酸吸収係数
肥料から溶け出したリン酸は，速やかに土壌に吸収・固定され，作物が吸収しにくい状

態になります。リン酸吸収係数はその固定力の強さを表す目安です。

硝酸態窒素

熱水抽出性窒素

培養窒素 (mg/100g)

硝酸態窒素（野菜・花き），熱水抽出性窒素（野菜・花き，畑作），培養窒素（水稲本田）

のように，作物区分によって窒素の評価方法が異なりますが，その年の栽培期間中に

作物が吸収可能な窒素です。

最も即効性のある窒素が硝酸態窒素です。

微量要素 (ppm) 作物区分に応じて，ホウ素，マンガン，亜鉛，銅などの微量要素を分析します。

なお，今の時期でも土壌分析は受付中です。

御希望の方は，農業センター（61-0211）又は各農協にお問い合わせください。

Ⓓ

Ⓒ

Ⓑ

Ⓐ



サンプル名 前作作物名・作付予定作物名 備考欄

所見

分析結果（表） 基準値

【水稲本田】

・培養窒素

（土質による）6～10 mg/100g

・可給態ケイ酸

16 mg/100g 以上

・易還元性マンガン

100～1000 ppm

・遊離酸化鉄

2.0 %以上

【畑作】

・CEC

（土質による）7～35 me/100g

・リン酸吸収係数

（土質による）700 前後

・熱水抽出性窒素

3～5 mg/100g

・可溶性銅

（土質による）0.3～8.0 ppm

・可溶性亜鉛

2～40 ppm

・易還元性マンガン

50～500 ppm

・ホウ素

0.5～1.0 ppm

【野菜・花き】

・EC

（土質による）0.8 mS/cm 以下

・CEC

（土質による）7～35 me/100g

・リン酸吸収係数

（土質による）700 前後

・硝酸態窒素

5～10 mg/100g

・熱水抽出性窒素

3～5 mg/100g

・ホウ素

0.5～1.0 ppm

試料提出時にお知らせいただいた情報を記載

・堆肥や有機質資材の使用量 ・生育不良に係る情報

・ハウスの越冬の有無 ・ほ場の面積 など

l 土壌 pHや肥料三要素（窒素・リン酸・カリ）を中心に，北海道施肥ガイドに

基づき診断します。

l 診断結果に基づき，今後の施肥対応や土づくりの方向性に関する処方が

記載されます。

l 堆肥の使用量やほ場の面積など，個々の詳しい情報が「備考欄」に記載さ

れている場合は，それらの影響を考慮した処方が可能です。

l 施肥例は一例です。施肥相談会における普及員との面談により，より良い

対応や方向性を模索することも可能です。お気軽に御相談ください。

分析結果（塩基バランス） 基準値

石灰飽和度 塩基飽和度 石灰・苦土比 苦土・加里比

水稲本田 - - -

2 以上畑作

40～60 60～80

6 以下

野菜
4～8

花き 2～4

分析結果（グラフ）

土性・腐植 土壌診断票の見方


